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Abstract

Characteristics of an interdigital-H type linac 

structure with focusing finger electrodes ( IHQ ) are 

studied. A prototype IHQ linac was designed and 

constructed to accelerate proton from 0 e8 to 2 e0 MeY«

An acceleration test stand for the IHQ linac is under 

construction.

I H Q 型線形加速器の開発研究< I V)

1 . はじめに

高加速電力効率のインターデジタルH 構造に収束力の強い高周波四重極電場（フ 
ィンガ一付ドリフトチューブ）を持たせ両者を組合わせて中エネルギー領域加速をねらっ 
た I H Q 型線形加速器の開発研究を行なっている。 小型基本モデルの電磁場特性に 
もとずく粒子の軌道解析を行ない、陽子を0.8 HeVか ら 2 M e V まで加速するプロ卜タイ 

プ加速器を設計製作した。Ref.1 〜4 ) 諸特性テス卜後I H Q 型線形加速器テス卜装 
置に組込み2 台の線形加速器のタンデム運転を実現して、イオン源からプロ卜タイプIH 

Q 線形加速器で陽子を加速するまでの加速特性試験を行なっている。 現在修了しっ 
っある同期運転のための安定化回路類のテス卜までを報告するD

2 . プロ卜タイプI H Q 型線形加速器の陽子加速テス卜装置

製作されたプロ卜タイプ加速空_ の共振周波数は入射器である東大核研のR F Q  

型線形加速器T A L L の 共 振 周 波 数 101.5 MHzに容量性チューナで簡単に合せることが 
できた。 2 台の手動容量性チューナは160 m 角 、ス ト ロ ー ク100 m mで 2 MHzの 

周波数調整# 可能である。 電場分布はパータービングボール法で測定しデザイン値 
にほぼ近い分布となった、測定結果を図一1 に示す。 Q 値はロ一パワーの時11000 

てソヽイパワー入力後現在13000〜 14000である。 各種チューナ、排気システムを 
セツ卜し冷却配管後8 kW高周波パワー入力テス卜を完了し、陽子加速テス卜装置に組込 
んだ。

Development of IHQ Linac (IV)
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なった。 I H Q 加速空胴本体を 520 I/s 
し て 現 在 2 X 10(-6) Т о г г である。
を見た写真を図2 に 
示す。 電磁石 
類の電気配線、各ビ 
—ムモニタ一類への 

配線、純水冷却配管 
フレオン冷却配管、
一般水冷却配管、空 
圧機器へのエア一配 

管等を行ない、電磁 
石類の励磁テス卜、
各ビームモニタ一類 
の駆動テス卜を完了 
した。
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実機とデザイン値の各ギャップの電圧分布 
、前 後 を 250 I / S の分子ポンプで排気 

I H Q 加速空胴から入射器、イオン源方向

下流からI H Q 加速空胴、入射器、イオン源方向の写真

3 . 線形加速器のタンデム運転における高周波の自動安定化

a ) _ 周波源

プロ卜タイプI H Q 線形加速器の高周波源はЕітас 4СИ25000Аを最終段とする核
研 T A L L 用 25 k W アンプを使用する。 そのため、入射器ТА L L には8 F を最 
終 段 と す る 80 MHzの F M 放送機を改造して101.5 MHz, 8 k w高周波源とし、これを使



用した。 それぞれの増幅器最終段からパワーは加速空胴へ同軸管7 7 D を通して5 

0 Q にマッチングさてたR F カップラーに送られる。
I H Q 加速空胴は数時間のエージング後、陽子加速に必要なパワー16 k W をはじ 

め電源最大出力の25 k H まで、デ ュ 一 テ 一 1/10〜 1 / 5 の 10 H z 運転に成功した。
I H Q 共振空胴としてはC W 運転可能な冷却能力は有るが、放射線の表面線量が1 mr/h 

を越えるので、C W 運転は鉛板による放射線シールド後に持ち越した。

b ) 高周波の自動安定化
入射器とI H Q 線形加速器の2 台 

の線形加速器のタンデム運転を実現する 
ために、周期連動用自動周波数制御（A 

F C ) 回路、自動高周波出力制供！ ( A G  
С) 回路、及び各線形加速器間の自動位 
相 制 御 （АРС) 回路等を製作し性能テ 
ス卜を行なった。 高周波自動安定 
化機器類はパルス対応で数10 и sec 

サンプリング、繰 返 し 最 大 50 H z まで 
可能である。 高周波自動安定化回 
路 、A F C 2 台、A G C 2 台、A P C 1  

台及びパルス信号発生器、電源等の写真 
を図3 に示す。

I H Q 共振空_ の自動周波数制御 
用にはパルスモータ駆動のプランジャー 

型誘導性チューナを使用した。
チューナの外径100 m m、ス ト ロ ー ク 1 

0 0關 で ■整 可 能 幅 は 0.5 MHzである。
高 周 波 パ ワ ー 16 k W 自動安定化運転で 
はパルス（デ ュ 一 テ 一 1/10 ) 運転モー 

ドで、入力パワーによる加速空胴の温度 
変化、冷却水の温度変化、気温の変化等に対して、A F C 、A G C 回路により位相で3 度 
以内、出力の安定度で％程度の安定化に成功した。

入射器のR F Q 型T A L L 加 速 器 は 500 И 入力パルス運転モ一ド自動安定化運転 
を行ないI H Q 型線形加速器と同じ回路類で同様の安定度を得た。 加速空腦の自動 
周波数制御にはI H Q 加速空胴と同様のパルスモータ駆動のアランジャー型誘導チューナ 
4 台を使用した。

陽子イオン源が働きしだい8 月末に陽子加速テス卜を行なう予定にしている。

図3 高周波启動安定化回路の写真


